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ご使用になる前に

このたびは、オムニエ ースRT3216Jをお買い上げいただき、誠にありがとうござい

ました。本器は、十分な検査を経て出荷されておりますが、正しく安全に使用して

いただくため、下記の事項を注意し、取扱説明書に基づいてご使用ください。

く外観・ 付属品の確認＞

外観の損傷がないか、ご確認ください。

また納入品リストを照合し、本器の使用，付属品等のご確認をお願い致します。

万一、損傷・欠品等がございましたら、ご購入先又は、巻末に記載の弊社支店・営

業所にご連絡ください。

＜供給する電源電圧の確認＞

供給電源が本器の定格銘板に記載されている定格内であるかどうか確認してくださ

い。

＜ ヒニニュ ー zz:cz> 石看言言元i>

事故防止のため、本器指定のヒュ ー ズをご使用下さい。指定外ヒュ ー ズの使用や、

ヒュ ー ズホルダの短絡は事故の原因となりますので、行わないでください。

(DC電源の場合は、別紙で説明。）

＜イ玩ミ言直Ejう歪士"1cっ 2去こ1斤匡二＞

事故を防止するため、本器の電源 を入れる前には，必ず保護接地を行ってください。

AC電源 コー ド(0311-5044:AClOOV系用）のプラグは3ピン になっており、中央の丸

いピンが保護接地端子です。

プラグにアダプタを使用するときは、アダプタから出ているアー ス線、また本体

のア ー ス端子を外部のア ースと必ず接続してください。

厄
／

ーア ス線

アー ス線はコンセントに 一 緒に差し込まれるのを防ぐため収縮チュ ー プ処理してい

ますので、こ こを外部ア ースに接続する場合はチュ ープを取り除いてください。



く入力信号の接続について＞

本器ア ー ス端子を確実に接地してから被測定装置等への接続を行ってください。

く最大入力の電圧に関する注意＞

DCアンプユニット (BNC入力DCアンプユニット含む）、ゼロサプレッションアンプ

ヘ許容電圧を越えた電圧を入力しますと故障の原因となります。許容入力電圧以下

でご使用ください。

許容入力電
尻値）(DC又は． ACピ

100V 

500V 

レンジ

X 1 V•FS 

XlOO V•FS 

く危険な環境での使用の禁止＞

本器は可燃性、爆発性のガスや水蒸気のある環境ではたいへん危険ですので、使用

しないでください。

※リアルタイム波形表示について

リアルタイム波形表示は信号周波数が高くなりますと記録波形と異なる場合が

あります。

玄玄玄玄

ご使用中に異常が起きた場合、直ちに電源を切り、ご購入先又は巻末に記載の

支店・営業所にご連絡ください。

尚、製品の出荷に関しては万全を期しておりますが、お気付きの点がございま

したらご連絡ください。

又、この取扱説明書につきましても、お気付きの点、ご意見などありましたら

ご遠慮なくお聞かせください。

皆様の貴重なご意見を反映させて行く所存でございます。
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概 説















第2章

各部の名称と機能























第3章

取扱い方法























<DC ストレンアンプユニット＞

印字 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ON 

感度 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 3.000mV/V 

碁線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 50.00 

倍率 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · · X 1/2 

プリッジ電圧 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  3V 

<F/V コンバ ー タユニット＞

印字 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· • ON

感度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ lOkHz·FS 

基線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· • 50. 00

くゼロサプレッションアンプユニット＞

入カ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• ON (入力 ON, 記録ON)

感度 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 500V·FS 

基線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • 50.00

フィルタ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· • OFF

このままの状態で、 操作パネルのスタ ー トキ ー を押すとリアルタイム波形記録

を行い、 ストップキ ー で記録を終了します。
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3. 6 記録紙 ・ 記録デ ー タの保管 • 取扱い

本器に使用する記録紙は、 サ ー マルヘッドによって記録紙の表面に熱を加えると化

学反応が起って、 白地に黒色の鮮明な記録が得られます。 この記録紙は、文房具，

薬品，環境などによって記録紙の記録部を退色させたり，白地部を変色させることが

あります。 取扱いに注意が必要です。

3. 6. 1 記録紙の保管

く包装してある場合＞

・高温環境下での保管は避けてください。

・熱源の近くには近づけないでください。

・環境温度は、 40℃以下が好ましく長時間、高温下に置くと白地が変色してきます

ので注意してください。

く包装を取り去った場合＞

・包装してある場合と同様の注意 が必要です。

•長時間、光を照射しないようにしてください。

•長時間照射すると白地が変色します。 屋外での計測には十分注意してください。

3.6.2 記録デ ー タの保管

・高温・多湿での保管は避けてください。

・日光及び強い光での長時間照射は避けてください。

•高温・多湿， 光により記録デ ー タが退色し白地部は変色する傾向があります。

・保存条件は、 40℃ ,80%RH以下としてください。

3.6.3 記録デ ー タの取扱い注意

•発色した記録デ ー タ部分が、 水に濡れても， その部分をこすっても発色部が消え

ることはありません。

・ガソリン， ベ ンジン等の石油系溶剤では， 発色しません。

・アルコ ール， ェステル， ケトン類の揮発性有機溶剤に接触すると発色します。

・可ソ剤等の不揮発性有機溶剤を吸収しますと、発色能力が低下し、 記録部の退色

が起ります。

・現象後の乾燥不充分なジアゾ感光紙と接触しておくと、記録部が退色することが

あります。

・筆記用具で有機溶剤入りマジックペンは、 にじみを生じます。
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第4章

入カユニットの設定

この章では、 各種入カユニットの設定手順及び方法について説明しております。

ご使用になられる入カユニットの種類に合わせて、 ご覧ください。



































































第5章

リアルタイムレコ ー ダの使い方

リアルタイムレコ ー ダは、 入力信号をダイレクトに記録することができる機能

です。 記録形式には、波形記録， デ ー タ記録， X-Y記録と8種類用意されてお

ります。

又、波形モニタは、 入力信号をダイレクトにディスプレイ上で観測できる機能

で、波形表示， デジタル値表示の2種類が選択できます。



































第6章

メモリレコ ー ダの使い方

メモリレコー ダは入力信号を 一 度本体内部のメモリに記憶してから、表示や記

録ができる機能です。メモリヘの取り込みは、多彩なトリガ機能（第8章参照）

により取り込みを開始します。メモリの設定では、入力信号に応じてサンプル速

度， メモリ量の設定， メモリプロックの設定ができます。取り込んだデ ー タは波

形モニタで、 メモリデ ー タの波形・デ ー タ・ X-Y 表示で、記録をせずに観測を

行うことができます。

又、 コピ ー 機能により、必要な部分を必要な形で、波形・デ ー タ・ X-Y の 3

種類の記録形式から選択して記録することができます。

















































































第7章

トランジェントレコ ー ダの使い方

トランジェントレコ ー ダは、 通常リアルタイムレコ ー ダとして機能しており、 ト

リガによってメモリレコ ー ダとしての機能に切り換わり、 設定した分だけメモリ

に取り込むと、 再びリアルタイムレコ ー ダの機能に戻ります。

トリガをリピートに設定してある場合は、繰り返し上記動作を行います。























第8章

トリガ機能について

本器は、 豊富なトリガ機能をもっており、 多くの信号のトリガモー ド組合わせで

使用できます。

トリガとは、 リアルタイムレコ ー ダ（リ71しタイムトリが ON のとき）， メモリレコ ー ダ・

トランジェントレコ ー ダの本器を動作させるきっかけとなるものです。
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その他の機能















9. 3 印字環境設定

(1) オ ー トスケ ー リング

入力感度・基線位置に合わせ、記録終了時にスケ ー ルを印字する機能です。

波形記録時のみ有効です。

ON :スケ ー ルを印字します。
OFF: スケ ールを印字しません。

(2) システムアノテ ーション

記録開始とともに下記本体設定内容を印字する機能です。

記録モ ー ド， 年月日， 測定開始時刻， デ ー タNo.,
サンプリング速度， 紙送り速度

波形記録時のみ有効で， 約 30cm間隔で印字します。

ON :システムアノテー ションを印字します。
OFF :システムアノテーションを印字しません。

(3) チャネルアノテ ーション

記録開始とともに下記入カユニットの設定内容を印字する機能です。

チャネルNo.' 入カユニットの種類， 入力 ON/OFF, 感度，
フィルタ値， 基線， 印字ON/OFF

波形記録時のみ有効で， 約 30cm間隔で印字します。

ON :チャネルアノテーションを印字します。
OFF: チャネルアノテーションを印字しません。

(4) チャネルマ ー ク

記録波形の近辺にチャネルNo.を印字します。

波形記録時のみ有効で， 約 30cm間隔で印字します。

ON :チャネルマ ー クを印字します。
OFF :チャネルマ ー クを印字しません。
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（例） 入カユニットの感度が 5V/FS の時

このフルスケ ー ル値 5 （標準スケ ー ル）に対して比例換算のフルスケ ー ル値

を 400 と入力します。 スケ ー リングは 400V/FS として印字されます。

標準スケ ー ル モ ー ド2

2.5 「一 200

基線位置

50.00 

「一 4005 

） 基線位置

しー 。

00.00 

゜

゜

基線位置

「一 。

100.00 

） 
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9. 7 画面・ ブザ ー ON/OFF 

(1) 画面オー トオフ

約10分間どのキ ー操作も行われない場合、ディスプレイ表示が自動的に消える

機能です。いずれかのキ ー に触れることでディスプレイ表示は再点灯します。

OFF・・・画面を常に表示します。
0 N•••自動的に画面が消えます。

(2) キ ー クリック
タッチパネルキ ー ，操作キ ー 及びジョグダイヤルを操作すると “ピッ’'という

クリック音を、またキ ー 入力に間違いがあると “ ピッピッピッ’'という警告音

を発することができます。
OFF···クリック音は発しません。

0 N...クリック音を発します。

(3)ブザ ー

記録中の記録紙切れ， ヘッド圧着レバ ー の開放， ヘッド温度の異常上昇時、
“ピッピッビッ’'という連続の警告音を発します。また、この時操作パネルの

エラ ー LEOが点灯します。警告音はエラ ー 状態が解消されるか，操作パネルのス
トップキ ー を押さない限り鳴り続けます。
OFF•••プザ ー は鳴りません。（エラ ー LEOは点灯）

0 N・・・プザ ー が鳴ります。

く設定方法＞
メニュ ー 1画面（システム頁2/3)の8画面・プザ ーON/OFFを選択します。

(9-1頁参照）。
獅器謬慾睾嬌撚綴．．蒋獅疇綴綴

8画面・ブザー ON/OFF 

画面オー トオフ ブザー

|I暉鵬I O N||| 0FF |-l 
更

キークリック

[lEEiiii] I戸戸1'卜（待機機能）

この画面で直接画面にタッチして、各設定項目のON/OFFを設定します。

区を押すとセットしメニュ ー 1画面に戻ります。

巳を押すとセットされずに メニュ ー 1画面に戻ります。
9 - 22 
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保 守





1 0. 5 プラテンロ ー ラの保守

プラテンロ ーラに、ゴミ，ほこり等の汚れが付着しますと、サ ー マルヘッドを傷

つけたり記録品質がおちます。

汚れがあ る場合は、リグロイン，工タノ ー ルをガーゼに含ませ、プラテンロ ー ラ

を傷つけないように汚れをふき取ってください。

1 0. 6 停電などが起った場合

記録中に、停電，電源コ ードの脱落などが起こりその後復電した場合、以下の

ような状態になります。

ロキ ーを押した時と同じ状態

この場合は、電源OFF時の設定内容をバックアップしていますので、そのまま記

録を開始してください。

オ ー トスター ト機能がONに設定されている時 は、自動的に記録を開始します。

（オ ー トスター トの ご使用方法は、9.10オ ー トスタ ー ト（待機機能）をご覧く

ださい）

1 0. 7 電源ヒュ ー ズの交換

本体側面部電源パネル（電源スイッチの隣）にヒュ ー ズホルダがあります。

・ヒュ ー ズ切れの場合、本体内部が故障していることが考えられますので、

ヒュ ー ズを交換する前に原因をよ くお確かめ下さい。

・ヒュ ー ズ交換するときは、必ず電源スイッチをOFFにし、電源コ ー ドをコ

ネクタより外し、入カケ ー プルも入カユニットより外して下さい。

・ヒュ ー ズは必ず指定の定格のものを使用して下さい。

ヒュ ー ズホルダのキャップをマイナスドライバで，軽く押し込みながら左方向

にまわしてはずします。取付はヒュ ー ズをはめ込んで，軽く押し込みながら右

方向へまわしてください。
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仕 様























1 1. 2 表示機能仕様

1 1. 2. 1 画面選択

操作パネルの各種設定キ ー じこ：三三］ I 波形モニタ| [[［亙］ I 記録 ・ メモリ

巨によって各基本画面をダイレクトに表示

1 1. 2. 2 システム

レコ ー ダタイプの設定

リアルタイムレコ ー ダ

メモリレコ ー ダ

トランジェントレコー ダ

本体の各種機能の設定（1 1. 4その他の機能 参照）

l設定内容保存•読み出し 13日付・時刻

2 メモリカ ー ド 14 外部パルス同期記録

3 記録ライン設定 15 DC ストレンプリッジ電圧

4 印字環境設定 16 F/Vコンバ ー タ

5ユ ー ザ ー チャネルアノテ ー ション 17 インター フェース選択
6ユ ー ザ ー ペ ージアノテ ー ション 18 RS-232C

7 スケ ー ル・単位設定 19 GP-IB 

8 画面・プザ ー ON/OFF 20 初期化

9 メモリ容量変更 21 システムチェック

10メモリ消去 22 テスト印字

1 1 デ ー タNo.設定
•

23 ROMバ ージョン

12 オ ー トスター ト（待機機能）

1 1. 2. 3 波形モニタ

入力信号のリアルタイム波形モニタ表示と設定

メモリデ ータの波形，デ ー タ，X-Yモニタ表示と設定

入力波形モニタしながら記録可能

16CH同時モニタ可能

1 1. 2. 4 トリガ

トリガ条件の表示と設定

トリガモー ド (OR,ANO,hB,WINDO屑， OFF)

測定(1回，繰返し）

プリトリガ (0,5,25,50,75,95, 100 %)
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1 1 。 3 記録機能別仕様

1 1. 3. 1 リアルタイムレコーダ

(1)波形記録

機 能：入力信号の波形記録

紙送り速度：100,50,25, 10,5,2, 1 mm/sec 

100, 50, 25, 10, 5, 2, 1 mm/min 

記録途中で変更可能

サンプリング：メイン：印字周期0. 025mm (lOmm/ sec以下）

0. 05 mm ( 25mm/ sec以下）

0.1 mm ( 50mm/sec以下）

0. 125mm (lOOmm/sec以下）

サ プ：5 µ, sec

周波数特性：DC~20kHz

（サンプリング数10ポイント／周期）

記 録長設定：連続又はシ ョ ット(20, 50,100 DIV) 

時 間 軸：10 mm/DIV 

補 間機能：有り

(2)デ ー タ記録

20 DIV ・ ・・・ 200mm 

50 DIV···· 500mm 

100 DIV ・ ・ ・ ・1000mm

機 能：入力信号の数値記録

サンプリング：1,2,5,10,30 sec

1,2,5,10,30 min 

記 録長設定：連続又はシ ョ ット(100,250,500デ ー タ）
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(3) X-Y記録

記 録：画面メモリをX-YメモリとするX-Y記録

任意指定lチャネルのデ ー タをX軸， 他のチャネルをY軸デ ー タとす

るX-Y記録

ストップが押されるまで連続記録（ポ ー ズ機能あり）

イベントアンプユニットは無効

X 軸チャネル：CH. 1~CH.16の入カユニットより1チャネル指定

有効記録範囲：160mm X 160mm 

記 録密度：320ドット(X軸）X320ドット(Y軸）

サンプリング：5,10,20,50,100 msec

（ただし、5msecは8CH時）

波形補間機能：無し

(4)トリガ記録

機 能：トリガを検出するまで停止しており、 トリガを検出すると設定さ

れているリアルタイム波形記録， リアルタイムデ ー タ記録を開始

する。 記録長設定で指定した長さだけ記録を行う。 トリガ動作が

1回の場合は停止， 繰返しの場合は再びトリガの検出待ちとなる。

リアルタイム設定：リアルタイム波形記録， リアルタイムデ ー タ記録に同じ

ト リ ガ 設 定：メモリ記録に同じ
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1 1. 3. 3 トランジェントレコ ー ダ

機 能：通常はリアルタイム波形記録で動作し、 トリガを検出するとメモリ

に書き込み， 波形を記録する

1 回・・・・・・メモリ波形記録後、 リアルタイム波形記録再開

繰返し・・・・メモリ波形記録後、 リアルタイム波形記録再開し

再びトリガ待ち

リアルタイム設定：リアルタイム波形記録に同じ

ト リ ガ 設 定：メモリ波形記録に同じ
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ケ ー ブル ・ プロ ー ブ類 ・ スペアパ ー ツ 一覧
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外 形 図







(1) 本書の内容の全部又は， 一部を無断で転載する事は， 固くお断り致します。

(2) 本書の内容に関しましては， 将来予告なしに変更することがあります。
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